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一

大
火
復
興
第
一
年
の
昭
和
三

印
一

十
二
年
も
あ
と
数
日
で
過
ぎ
よ

年

一
う
と
し
て
い
ま
す
。

2
一
こ
と
し
の
市
政
は
復
興
に
重
点

3
一
が
お
か
れ
市
民
の
御
協
力
に
よ

和

一
っ
て
め
ざ
ま
し
い
進
歩
，
ふ
り
を

3
3

一
示
し
ま
し
た
。

日
圃

そ
の
ほ
か
い
ろ
い
ろ
の
出
来
ご

と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
記

録
の
う
ち
か
ら
写
真
に
よ
っ
て

こ
の

一
年
を
ふ
り
か
え
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

昭
和
三
十
二
年

を
顧
み
て
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被
災
者
復
興
連
盟
か
ら

お
知
ら
せ

完成い

大
火
以
来
一
年
有
余
、
火
元

の
件
に
つ
い
て
何
等
の
解
決
を

一
も
で
き
ず
健
災
の
方
々
に
、

一申
訳
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

一
そ
の
問
、
復
興
連
盟
の
役
員
も

こ
数
回
な
ら
ず
接
渉
を
続
け
て
き

二
ま
し
た
が
、
そ
の
甲
斐
あ
っ
て

三
十
一
月
十
七
日
岡
本
氏
本
人
と

一
大
火
以
来
わ
れ
わ
れ
も
始
め
て

-一話
合
っ
た
わ
け
で
、
本
人
も
心

か
ら
市
民
の
方
々
に
お
詫
び
し

防火建築帯商)苫街

一一 ι め林し出そて
o 0 、、 差致るはい し のお
橋本真土金出 しの別と 、結り
場商成地四物まで との 復果ま
町庖 寺 百件 しーしこ興 、 し
岡土町 万 た応てとの左た
本地 、 円 。受本でー記
長 有 諾人 、助の
次|浪 すの 金 と 金
郎会 る気品し品
土 社 こ 持 の て を
地岡 とで多欲 差

ロ イす (3)いか定び市 (2)さ及
びに関 、の上で 丙三士 乙 。乗致らに機で昭れび
乙 四 士 乙 。の船航ケは種 船し御な関乙和ま機
ニケは種 乗舶 、年二二 履ま考つ部一三す関
の年三一 船職丙以十等 歴す慮ての 、十 。士
免以十等 履員機上屯航 は 。下い講乙四 の
状上屯航 歴とのの以海 次 さま習二年 講
!受の以海 を し 免乗上士 の るす会のー 習
有乗上士 有て状組の及 と よのを甲月 会
者組の及 すー 受員船び お うで行板に が
で員船び る年有及舶機 り お 、う部魚 開
船及舶機 も以者びに関 で 願今予及津 催

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
の

申
請
書
は
す
ぐ

提
出
し
て
下
さ
い

た
だ
い
ま
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
の
調
製
期
間
中
で
す

さ
き
に
皆
様
か
ら
提
出
さ
れ

た
、
農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
に
基
い
て
、
農
業

委
員
会
で
は
そ
の
選
挙
資
格
を

調
査
中
で
す
が
、
次
に
の
ベ
る

方
で
ま
だ
こ
の
申
請
書
を
提
出

し
て
い
な
い
方
は
直
ち
に
提
出

-一
し
て
下
さ
い
。

一

申
す
ま
で
も
な
く
こ
う
し
て

一
作
ら
れ
た
選
拳
人
名
簿
に
の
っ

一
て
い
な
い
と
、
農
業
委
員
会
委

一
員
選
挙
や
、
リ
コ

ー
ル
の
請
求

一も
で
き
な
く
な
り
ま
ず
か
ら
必

ら
ず
申
請
書
を
提
出
し
て
下
さ

B
V
 一、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

る
人

昭
和
三
十
二
年
十
二
月
一
日

(
選
挙
人
名
簿
調
製
の
現
在

期
日
)
に
、
農
業
委
員
会
の

区
域
内
に
住
所
を
有
し、

昭

冬
休
み
も
あ
と
数
日
に
せ
ま
一
午
後
九
時
以
後
の
外
出
は
し

り
ま
し
た
が
、
魚
津
市
補
導
会
一
な
い

で
は
去
る
十
三
日
「
ど
う
し
た

一
3
暴
飲
暴
食
は
止
め
ま
し
ょ
う

総
…

裏
日
本
随
一
と
誇
る
不
燃
都

一
l
w

サ
ッ
シ
ュ

、
ス

チ

ー

ル

シ

九

そ

ろ

っ

て

あ

た

た

か

い

正

月

を

V

ら
児
童
、
生
徒
が
こ

の
冬
休
み
一

4
お
金
の
無
駄
使
い
を
し
な
い

・

一市
の
完
成
を
め
ざ
し
、
去
る
九

一
ヤ
ツ
タ
1

の
取

付

工

事

に

着

手

工

.M

を
事
故
な
く
よ
い
暮
し
を
す
る

一

金

銭
出
納
簿
を
つ
け
ま
し
ょ

圏

一
月
か
ら
建
築
工
事
が
す
す
め
ら

一
し
ま
し
た
o

工
事
の
進
ん
だ
と

〉

歳

末

た

す

け

あ

い

運

動

)
か
」
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を

一

う

-

一

一

J

.d

し
ま
し
た
が
、
そ
の
あ
ら
ま
し

一
丘
祝
祭
日
の
わ
け
を
理
解
し
て

圃

一れ
て
い
る
防
火
建
築
帯
商
脂
街
一
こ
ろ
で
は
外
装
、
内
装
工
事
に

~

・

一

圏

一

一

一一
歳
末
に
際
し
、
た
だ
で
げ
ま
し
合
っ
て
共
に
明
る
い
年
寄
贈
し
て
頂
い
た
お
金
は

〆

は
次
の
と
お
り
で
皆
さ
ん
の
二
国
旗
を
あ
げ
る
こ
と
に
協
力

圃

一も
、
暖
冬
と
好
天
に
恵
ま
れ
好

一
と
り
か
か
り
ス
マ

ー
ト
な
商
盾

J

さ
え
容
易
で
な
い
年
越
し
越
し
を
し
よ
う
と
次
の
よ
う
に
地
域
内
外
の
居
宅
援
護
者

f

層
の
御
協
力
を
望
ん
で
お
り
ま

一

す
る
こ
と

機

…一
調
の
う
ち
に
突
貫
工
事
が
進
め

一街
の
一
片
を
見
せ
て
い
ま
す
。
‘

ハ

に
長
い
病
気
と
斗
い
苦
し

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
が
始
め
や
社
会
福
祉
施
設
収
容
者

ハ

す。

士
一
、
外
出
の
よ
い
し
つ
け
を
つ

綴
一

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

一

(

写
真
は
主
体
工
事
を
柊
り

ハ

ん
で
い
る
方
や
多
く
の
家
ら
れ
て
い
ま
す
。

の
恵
ま
れ
な
い
方
々
を
慰

ぺ

て

家
で
よ
い
し
つ
け
を
つ
け

一

け
ま
し
ょ
う

府議一

現
在
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト

一
内
装
工
事
に
と
り
か
か
る
金
屋

一

一

絞

り

臼

μm臥
一

、
明

1
2刊
ト

H
M
ら

刊

間

一

月

M
M院
れ

れ

一

げ
針
山
一
日
に
一

度
は
必
ず

一
1
一

昨

河

口

む

れ

い
な

主
体
工
事
は
三
階
あ
る
い
は
二

一
町
防
火
帯
)

・

~

ん
で
い
る
人
達
を
慰
め
は
一
一

、
寄
附
「
一
世
帯
十
円
以
上
」

願

い
致
し
ま
す
。

い

す
る
こ
と

一

い
こ
と

階
も
共
に
打
終
り
、
目
下
ス
チ

一

〆
、
，、

.L.J

.J

.

、eL.f.九.〈
.f.〉
.
三
.
仁

.f.f.、.〈.〆

.J.1.三

.C.J.¥.〈

.r.j.、
，
仁
.
乙
γ

Z
夜
ふ
か
し
を
し
な
い
こ
と

一
Z
自
転
車
の
ニ
人
乗
り
を
し
な

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、ピ、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、喝、、、
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-
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①
三
月
定
例
市
議

会

三

十

二

年

@

住

吉

保

育

園

開

設

①

公

営

住

宅

二

百

余

戸

完

成

①
村
木
小
学
校
新
築
工
事
に
着
①
復
興
記
念
日

①
三
笠
宮
、
秩

父

宮

妃

殿

下

相

①

防

火

建

築

帯

工

事

に

着

工

⑪

島

尻

、
東
蔵
簡
易
水
道
⑪
な
ご
や
か
に
校
下
別
市
民

度
予
算
案
を
可
決

(
3
月
)

(6
月
)

(7
月
)

、、，，，
4

・・・
J''
ー、、
①
大
ぬ
と
安
全
を
祈
り
出
漁
祈

願
祭

(3
月
)

和
十
三
年
三
月
六
日
以
前
に

出
生
し
た
人
で
次
の
い
づ
れ

か
に
該
当
す
る
人

ー
一
反
歩
以
上
の
農
地
に
つ
き

耕
作
の
業
務
を
営
む
人

Z
前
号
の
人
の
同
屈
の
親
族
又

は
、
配
偶
者
で
年
間
お
お
む

ね
六
十
日
耕
作
に
従
事
す
る

人
工

(8
月
)

を
更
新
す
る
制
度
が
全
廃
さ
れ

一

工

事

だ

よ

り

一
九
千
円
滑
河
繁
大
郎

て
か
ら
現
在
手
持
の
免
状
は
そ

一

災
害
土
木
復
旧
工
事

一
〈〉
一
一
一
一
国
災
第
二
八
号
小
川
寺

の
ま
ま
終
身
有
効
使
用
で
き
ま

一
O
ニ
七
国
災
第
一
四
九
号
宮
川

一
川
筋

(日
尾
(
二
)
)
左
右
岸

す
。

一筋

(北
山
)
左
右
岸
護
岸
欠
所

一
護
岸
欠
所
復
旧
工
事
、
延
長
三

一
j

e---:
:

i
・e
・-:
:
:
M
o-
-j

一復
旧
工
事
、
延
長
二
一
七
、
六

一
O
択
、
請
負
金
四
十
一
万
円

舶
職
員
と
し
て
一
司
以
上
の

一

油
漁
奨
励
は
ご
河

一

一

米
、
請
負
金
二
百
六
十
八
万
円

一
吉
井
組

乗
船
履
歴
の
も
の

4

一
御
承
知
の
よ
う
に
船
主
が
出
漁

一高
橋
組

一
O
一
一
一
一
国
災
第
二
二
号
大
熊
川

仰
船
舶
職
員
と
し
て
取
扱
い
さ

一漁
民
を
雇
傭
す
る
場
合
、
春
の
一
O
三

O
国
災
第
二
三
号
市
道
松

一

E

れ
る
者
は
船
長
、
機
関
長
、

一
庄
尊
流
弓
漁
業
一
漁
期

の
み

一倉
第
一一

O
号
線

(北
山
)
道
路

一

(
E
m…
)
右
岸
護
岸
欠
所
復
旧

一
等
航
海
士
、

一
等
機
関
士

一
1
自

一

一欠
所
復
旧
工
事
、
延
長
十
一
米

一
工
事
延
長
三
七
米
、
請
負
金

で
あ
り
ま
ず
か
ら
船
員
手
自

一
で
、
引
き
続
き
秋
の
漁
業
に
も

一巾
七
、
四
米
、
請
負
金
十
八
万

一
十
九
万
七
千
円
角
川
建
設

1

4

一乗
組
む
乗
組
員
を
求
め
て
い
る

一

日
切
さ
れ
る
際
御
注
意
下

一
の
で
、
今
後
団
員
の
慎
重
な
御

-

郵

便

局

か

ら

お

願

い

紘

一紘
一党
執
奪

…

一

考
慮
を
お
願
い
し
ま
す
口

一

年

賀

状

、

年

末

贈

答

小

包

の

海
抜
免
状
は
五
年
ご
と
に
免
許
一

一

差

出

し

は

早

自

に

一

年
末
年
始
の
郵
使
が
円
滑
に

キ

ヤ

ン

ペ

イ

ン

爺

さ

ん

一進
む
よ
う
次
の
こ
と
に
つ
い
て

「
ウ
エ

l

納
税
催
足
だ
?
」

一
市
民
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い

(
税
金
の
滞
納
は
年
内
に
な
く

一
し
ま
す
。

一
て
年
賀
状
は
十
二
月
二
十
五

し
て
サ
ツ
パ
リ
し
た
気
分
て
正

一

日
頃
ま
で
に
。

月
を
)

一
二
、
年
末
贈
答
小
包
、
新
聞
、

漁
船
乗
組
員
養
成
講
習
会
と

海
技
免
状
更
新
に
つ
い
て

み
ん
な
の
力
で

よ
い
冬
休
み
を
日

雑
誌
、
印
刷
物
な
ど
も
二
十

日
頃
ま
で
に
お
出
し
下
さ

、。
h
h
v
 

三
、
あ
て
名
は
明
瞭
、
正
確

T

」。
四
、
年
賀
状
を
お
出
し
の
場
合

は
次
の
こ
と
に
注

意

下
さ

、
。
、U

ィ
、
お
年
玉
っ
き
年
賀
葉
書
以

外
の
葉
書
の
と
き
は
表
面
に

一
通
ご
と
に
「
年
賀
」
と
朱

書
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。

ロ
、
ま
と
め
て
出
す
と
き
は
紐

で
十
字
に
た
ば
ね
て
一
番
上

に
「
年
賀
」
と
朱
書
し
た
附

せ
ん
を
添
え
て
下
さ
い
。

ー
補
導
会
で
話
し
合
い
|

い
こ
と

3
学
校
で
き
め
ら
れ
た
服
装
で

外
出
す
る
こ
と

礼
道
路
で
の
遊
び
は
や
め
ま
し

よ〉フ

ー
同
窓
会
や
そ
の
他
行
事
を
す

る
際
に
は
、
そ
の
分
に
応

じ
た
範
囲
を
こ
え
な
い
こ
と

ι無
断
で
外
泊
し
な
い
こ
と

子
供
達
の
楽
し
い
冬
休
み
を
皆

さ
ん
の
温
い
御
協
力
に
よ
っ
て

す
く
す
く
伸
ば
し
て
や
り
ま
し

T
4
h
k
j
o
 

(
9
月
)

つ
い
で
来
市

y 
'" 

(什
月
)

(

o

d

月
)

体
育
大
会
ひ
ら
く
(
日
月
)



州

立

川

白

鳥

恥

お

口

一

出

穂

期

一
刈
取
期

一ー
将
一
長

瓦

長

一
穂

数

一
反
当
数
量

下
表
の
通
り
と
な
っ
て
お
り
ま
一

一
標
準
区

一
月

日

一
月

日

一
L

市』
L

-
清
三
一

-
X叫
九
円
引

一
シ
ロ
ガ
ネ
も
ち

下

|

|

亡

、
〔
一
九
、
二
八
耳

医

以
に

臥
屋

」

h
四
亡
に
凶
陸
。

一

;
;
i.河
川
川

一
八
、
一
八
一
ブ

二

/
寸
ベ
什
リ

U1
パ

リ
コ

リ

川

ゴ
リ
川
ぺ
イ

今
ま
で
の
精
米
の
品
種
は
多
肥
一

一
多
肥
区

一
ノ
-
-
J
一

一

一一c
c
、四
一
一
九
、
八
一
一
六
、
六
一
三
、
四
七
一

』

'凶

一す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん
「
1
1
1
1
1l
」
け
什
汁
叶
つ
1
1
1「
-
-
-
4J川
川
川
「
ぺ

J
パパ
コ
J
リ

オ

リ

リ

リ

も
ち
米
の
新
品
種
に
つ
い
て

一
が
有
望
と
認
め
ら
れ
た
の
で
こ

一ど
が
減
収
す
る
の
で
あ
る
が
、
一

;
y

(

;
一
標
準
区

一
九
二

L

L
、
二
又
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度

五

十

万

円

以

内

り

ま

す

が
、
減
価
償
却
践
の
増
一政
所
持
が

t
る
カ
U
少
く
な
る

一

中
村
運
輸
大
臣
来
市

ゆ

一
越

引

い

ι矧
郡
山
山

駅

批

判

開

綜

約

十

に

い

ト

リ

ペ
一
日

刈

バ

均

比

ぷ

れ

わ

っ

I

引

一一一一
一
報
胸
間
一
一
百
万
円

一

路

付
設
八
厘
以

内

一仰

は

ぷ

問

問

団

羽

川
一

は
町
れ
れ
わ
川
町
「

一二
十
一二
年

一
仁

一

紅

幻

(月
)

(2) 

わ
が
国
最
初
の

中
小
企
業
調
査
と

工
業
統
計
調
査
の
実
施

ー
十
二
月
三
十
一
日
現
在
|

(昭和2削月13日)
第三種郵便物認可ノ

拘

開
通
商
産
業
省
で
は
、
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
、

…
工
業
統
計
調
査
と
中
小
企
業
総
合
基
本
調
査
を
実
施

一
す
る
む
と
に
な
り
ま
し
た
。

報広市

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
二
つ
の
調
査
が
指
定
統
計

と
し
て
同
じ
期
日
に
、
製
造
業

を
調
査
範
囲
と
し
て
行
わ
れ
る

わ
け
で
調
査
の
対
象
と
な
る
向

に
は
調
査
員
が
う
か
が
う
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

も
と
よ
り
調
査
の
目
的
は
統
計

表
を
作
成
す
る
こ
と
で
あ
っ

て
、
秘
密
に
属
す
る
事
項
に
つ

い
て
は
統
計
法
に
よ
っ
て
保
護

さ
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
よ
り
よ

い
成
果
の
あ
が
る
よ
う
協
力
し

ま
し
ょ
う
。

心 い か こ まして防間消
にか、たたたも犯 警 防 』価
万一石つ ー い一組成固 反主
全応油の 般 も段合をで タ同
を調コ 座家 のの や はは フ℃
期 査 ン蓋庭 で協 町 じ 二 空室
しさロが で す力内め十 ~ 
、れに 完 も.。を 会 ま九 庁、

た 、 故 全 、 おにす日 Vノ

い火 障 で 煙 ねおがか年占
しのがあ突 がか、ら れ下、

た用なるや いれ各夜末姶

受 2f雲AZのは
災 いおいまも火 7定

「電 少 通 祈正まな iCi、
火話い報り月無か m 身、
事 の損 しを 事 つ，、 4し

22だか 害 ま迎にた弔」ミ
E O け すえ押こムス
本 消 方 。て切の E台}
立rr防 下り_ u.. V"-
と ! ? 署さ、年

」 る 意 を

も
ち
米
の
新
品
種

ロ
ロロ

種

名

農
業
指
導
所
で
試
作

全

二
十
八
日

(
木
)

定
例
区
画
整
理
審
議
会

全
三
十
日

(土
)

遺
児
中
学
卒
業
予
定
者
激
励

会
十
二
月
二
日

(月
)

総
務
、
建
設
、
文
教
厚
生
合

同
委
員
会

全

三

日

(火
)

魚
津
港
振
興
会
創
立
総
会

定
例
区
画
整
理
審
議
会

全

四

日

(
水
)

品
業
委
員
会
決
地
部
会

全
五
日
(
木
)

市
内
小
中
学
校
長
懇
談
会


